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主な学習活動と子どもの姿 留　意　点

１　前時までの話の内容をふり返る。

２　「ともだち」についての考えを話し合う。

３　本時をふり返り，さらに自分で考える。

○ともだちとのエピソードにはどのようなものが

あったかをふり返る。

○自分の考えを話すのか，質問をするのかを明確

にする。

○自分と同じような考え，違う考えがあったか，

また考えが変わったかどうかを確認する。

１　活動名　　考えがちがう，どうする？　－ともだち－

２　活動について

　考えを表出する，友達は自分と違った考えをもっている，そうした時に２年生はどのような反応をす

るだろうか。本学級の子どもたちは様々な反応をする。自分の考えが合っていると思い，頑なに主張し

続ける子もいれば，すぐに考えを変える子もいる。また，「そういう考えもあると思うけど…」「○○く

んと似てるんだけど…」と，周りにいる子の考えを一度受け止めてから自分の考えを話し出す子もいる。

　２年生は，日常の活動として，車座になって座り，自分たちの経験を聴きあう「サークル対話」を行っ

ている。話し手は，「休日に家族と出かけたこと，今自分の中で流行っていること，習い事のこと，飼っ

ているペットの事，下校途中に起こった出来事」等を話し，聞き手は話の内容について質問をしていく。

安心してその空間にいられること，自分を表現できることをねらいとして年度当初から継続的に行って

きた。

　本活動は，日々起こっている出来事そのものだけではなく，自分の思いや考えを中心に話していく。

２年生は，日常生活を通して「なんで？どうして？」と素朴な疑問をたくさんもっている。「なんで学

校で勉強するの？」「友達とケンカしてしまうのはなぜだろう？」と，あたり前だと思われていること

をみんなで考えてみたい。本校では３年生以上で「てつがく」の授業を行っている。本学級の子どもた

ちも「てつがく」に興味をもっており，２学期にはテーマを決めてみんなで考えを話し合う活動を行っ

た。話し合いの過程では，友達の考えに反応して自分の考えを言いたいと手を挙げる子もいる。考えて

いなかった発想に出あった時，すぐに否定しまうのではなく，一度受け止めてから自分の考えを述べる

ような雰囲気を大切にしてきた。本活動は，そのような流れを踏まえて「ともだち」について考える。

　本学級は３５人の子どもが在籍しており，一人ひとりの個性が生かされ，時にはぶつかり合いながら

生活している。似たような子同士で集まっている時もあれば，全く異なる性格の子同士で活動すること

もある。日常的に，いざこざがあれば互いの考えを主張し合うこともある。何れにせよ，ともだちの存

在は２年生の子どもたちにとっても大きな影響を与えるもの，切実なものである。

　子どもにとって影響の大きいもの，関心のあることについて，一度立ち止まってみんなで考えてみる

ことで，２年生なりに自分自身のことを考えるきっかけにもなることを期待している。

３　学習活動計画（全時間１／３時間目）

（１）ともだちとは，自分にとってどういうものかをノートに書く。（１時間）

（２）ともだちとのエピソードを話し合う。（１時間）

（３）ともだちについて話し合う。（本時１時間）

４　本時の活動について

（１）本時のねらい

　「ともだち」についての互いの考えを聴き合う。

（２）予想される本時の展開
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